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     The purpose of this paper is to report on a case study of English lessons, utilizing English TV 
dramas and analyze how the related activities affected the improvement of students’ motivation to learn 
English. The dramas used as teaching materials were popular TV programs broadcasted in the United 
States. The teaching includes comprehension of the stories and listening tasks of a selected scene from the 
dramas. At the end of the semester, questionnaires about these experimental lessons were given to the 
students. The results suggested that most students enjoyed watching the dramas and the activities in class 
but it was difficult to raise their motivational standards for English learning itself immediately. It is 
observed in the classrooms, however, that students showed stronger interests in the teaching materials 
based on the dramas than those of the usual textbooks. In fact, they joined in the class activities much more 
actively and positively ever than before. It can be concluded that watching dramas will be an effective 
means to nurture a student’s motivation if these kinds of lessons are given continuously over the semester. 
 
 
1. はじめに 
 本稿の目的は、英語に対する苦手意識があったり
英語に関連した一般的かつ長期的な目標を持たな
い学習者に、英語ドラマの鑑賞を中心に展開する授
業方法が動機づけを高めるストラテジーとして有
効であるかどうかを検証することである。 
 外国語学習における動機づけという概念につい
ては、これまでさまざまな定義がなされてきたが、
廣森（2006）はそれらを総括し、「動機づけとは目
標に向かった行動を喚起し、それを支援するプロセ
スである」と述べている。Dörnyei & Ottó（1998）
は、この動機づけを動的（dynamic）なものと捉え¹、
生徒の動機づけは、さまざまな動機づけの影響を受
けながら変動し、ある程度の浮き沈みを経ながら進
んで行くものであると主張している。そして、学習
者を動機づけることは教師の重要な仕事の一つで
あり、学習者の内在的な興味に焦点をあてたタスク
を提示することが、この動機づけを高めるプロセス
への有効な働きかけになると論じている。 
 筆者は、学生達がふだん教室内で映画やドラマの
ことを話題にし、高い関心を示していたことから、
ドラマ視聴を中核に据えた授業が、英語学習に対す
る動機づけを高める活動になるのではないかと予
測した。第一に、1980 年代後半生まれの彼らは、家
に必ず一台はテレビがある環境で育った「映像世
代」に属している。視覚的なイメージから入って接
する英語の方が、教科書の文字を通して出会う文学
作品や評論などの活字英語よりも、生きた言葉であ
るとの共感や認識を体感しやすいと考えた。第二に、
ドラマ視聴は、英語の得手不得手に関係なく（日本
語字幕を用いたので）、ほとんどの者が関心を持っ
て楽しく取り組めるという利点があることを挙げ
たい。ドルニェイ（2005）によれば、人間は楽しい
活動に取り組んでいるときは、学ぶことに多くの時
間を使うことをいとわないという。これまで英語に
対して否定的なイメージを保持してきた学習者で
も、ドラマ視聴という興味深く楽しい活動を行なう
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 ことが動機づけとなり、英語学習に対する前向きな
気持ちや姿勢につながるのではないかと考えられ
る。 
2 授業のデザイン 
 
2.1 対象クラス内訳 
 本稿における英語ドラマを用いた授業は、平成 18
年度後期、東京工芸大学工学部、一般教養課程の英
語を履修したコンピュータ応用学科 38 名、システ
ム電子情報学科 22 名、計 60 名、2 クラスの学生を
対象として行った。指導は、90 分授業 2 回で実施し
た。 
 
2.2 ドラマの概要 
 
 当該クラスでは、ほぼ全員が男子学生であること
から、ドラマのジャンルとしてロマンチックな恋愛
ものや青春物語より、アクションやサスペンスなど
のほうが、興味を持って視聴に取り組めると考えた。
そこで、そのようなジャンルの中でも、アメリカで
高い人気を博したテレビドラマシリーズ『TRU 
CALLING』と『LOST』の 2 本を教材として選択し
た。 
 『TRU CALLING』は、米国にて 2003 年から 2005
年に放映されたアクション・ミステリーで、一話完
結形式の連続ドラマである。主人公は、トゥルー・
ディヴィーズという名の活力あふれる20代の女性。
大学卒業後、病院の研修生になるはずが、モルグ（死
体安置所）で働くことになってしまう。勤務中にト
ゥルーは、モルグから自分の名を呼ぶ声を聞く。声
のする遺体ロッカー開け遺体を見つめていると、突
然その目が開き”Help me.”「助けて」とトゥルーに
救いを求める。その瞬間、時間が 24 時間逆戻りし
て、その人物が殺害される過去に戻る。トゥルーは
戻った時間に、その人物の命を救うために奔走する
というストーリーである。 
 一方『LOST』も、米国で 2004 年から放映が始ま
り、現在も続編の制作が進行中の人気ドラマである。
エミー賞、ゴールデングローブ賞などを受賞し、社
会的にも高い評価を受けた作品である。ジャンルと
しては、アドベンチャー、ミステリー、そしてサイ
エンス・フィクションを複合した内容になっている。
こちらも一話完結方式であるが、多様性展開²と呼
ばれる連続ドラマの手法を用いて、エンディングに
次回への含みをかなり残す方式をとっている。今回
授業で視聴したのは、シーズン 1³の第 1 回である。
オーストラリアのシドニーからアメリカのロスア
ンジェルスに向かう飛行機が、南の島に墜落すると
ころから話は始まる。主人公の一人、医師ジャック
は、他の生存者たちの手当をしながら、持ち前の冷
静さを発揮してリーダーシップをとり始める。主要
な登場人物が紹介されつつ、生存者らは互いに助け
合い、救助を待つ。翌日、ジャックは他の 2 人の生
存者と共に、トランシーバーがあるはずの飛行機の
コックピット部分を探しに向かって得体の知れな
い怪物に遭遇する、という筋立てである。 
 
2.3 指導内容の手順 
 
 視聴する教材としては、前述したとおり視聴に 2
時間弱かかってしまう映画ではなく、1 本を 45 分で
見終えることが可能な TV ドラマを用いた。90 分授
業の中で、視聴を済ませ、引き続き内容理解とリス
ニングの学習を行うためである。90 分のうち、半分
の 45 分を視聴にあて、残り 45 分を視聴前 15 分、
視聴後 30 分と時間を割り振って、プリントを用い
た学習指導にあてた。ただドラマを観るだけで終わ
ってしまい、英語学習にならないことを避けるため
である。 
 具体的な指導内容は、次項で掲載しているプリン
トを参照されたい。まず、ドラマ観賞前の 15 分で、
辞書を引かせタイトルの意味を理解させる。かねが
ね、タイトルは小説や雑誌、新聞記事を問わず大事
である旨を指導しておいた。なぜなら、タイトルに
は内容が凝縮されているからである。 
 次に、ストーリーの内容に従ってプリントを用い
て英文の質問を出題しているので、鑑賞中に質問内
容について記憶を喚起させるため、学生を指名して
質問文の音読・日本語訳をしてもらい質問内容の確
認をした。これらの質問への解答は、グループ作業
で行ってもよいものとし、ドラマの視聴に際しては、
作品自体を楽しむようにと伝えた。 
 その後、CALL 教室の PC モニターを用いて、ド
ラマ視聴を行った。教室には大きなスクリーンもあ
るが、各自モニター画面を用いることで、よりドラ
37ドラマ視聴を用いた動機づけを高める英語授業の試み 
 マ鑑賞に集中できたと思う。 
 視聴後は、各自プリントの質問に答える作業に取
り組ませた。その際、必要に応じて質問文の主語を
代名詞に変え、質問文の動詞を使って解答するよう、
ライティング上の注意を促した。おおよそ解答が終
了した頃合いを見計らって、学生を任意に指名して
黒板に解答を書かせ、順次、誤りを添削していった。 
 リスニングの問題は、画面から字幕を消し音声の
みで 3 回聞き取りを行ない、空欄の穴埋めを行なっ
た。答え合わせをしてから、最後に英語字幕を出し
て、音と文字との整合性を確認した。またリスニン
グの後半部に、”Excuse me.”という表現が繰り返し
出てくるので、場面やイントネーションにより意味
にどのような差異があるか考えさせ発表してもら
った。日本語への訳出は、どちらのクラスも予想ど
おり時間不足で実施できず、口頭での確認にとどま
った。しかし意訳の面白さを感じ取ってもらうため、
プリント裏面に字幕翻訳を印刷して、後で目を通し
ておくよう指示した。学期末に本授業に対するアン
ケートを行い、授業の効果や今後の課題を検討した。 
 
2.4 学習指導に用いたプリント 
 
●内容理解のための Overall Questions 
―「TRU CALLING」より 
 
①ドラマのタイトルについて 
『TRU CALLING』の意味を考えてみましょう。 
tru(e)（                ） 
＜類義語＞ truth (            )  
  trust (            ) 
call(ing)（動詞：              ） 
calling（名詞                ） 
 
②内容について下記の質問に答えましょう。 
  1. Where did Tru start working after graduating  
  from college? 
---------------------------------------------------------- 
2. How many brothers and sisters does she have? 
---------------------------------------------------------- 
3. What was the phrase used when a dead woman 
called Tru back to the past? 
---------------------------------------------------------- 
4. What happened to Tru’s mother 10 years ago? 
---------------------------------------------------------- 
5. If you were Tru, would you try to change the past? 
---------------------------------------------------------- 
Why? （日本語での答えも可） 
---------------------------------------------------------- 
 
●聞き取り練習の Listening Comprehension⁴ 
―「LOST」より 
Flight Attendant:  So, ( How )’s the drink? 
Jack:    It’s ( delicious ). 
FA:  That wasn’t a very strong reaction. 
Jack:  ( Well ), it’s not a very strong ( drink ). 
FA:   Just don’t ( tell ) anyone. 
Jack:   This, of course, breaks some critical FAA
  regulations. 
… 
Man:   ( Excuse )( me ). 
FA2:  Sir, excuse me.  
Woman:  Guess he really ( had )( to ) go. 
FA2: Sir, excuse me! 
FAA【略】＝Federal Aviation Administration 
  《米》連邦航空局 
●上のやりとりを日本語に訳しなさい。 
FA: 
____________________________________________ 
Jack:    
____________________________________________ 
FA:    
____________________________________________ 
Jack:     
____________________________________________ 
FA:     
____________________________________________ 
Jack:    
____________________________________________ 
… 
Man:     
____________________________________________ 
FA 2:     
____________________________________________ 
Woman:    
____________________________________________ 
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 FA2 :    
____________________________________________ 
 
----プリント裏面--------------------------------- 
 
●【字幕翻訳】と比べてみよう！ 
Flight Attendant: カクテルの味は？ 
Jack:   まあまあ。 
FA:  気のない返事ね。 
Jack:  もっと濃いのがいい。 
FA:  内緒よ。 
Jack:   航空局の規則に違反だな。 
… 
Man:   失礼。 
FA2:  お客様。 
Woman:  我慢してたのね。 
FA2:  お客様！ 
 
3. 授業アンケートについて 
 
3.1 アンケートの集計結果 
 
 ドラマ視聴の授業を 2 回終えた後、学生に授業に
ついてのアンケートを実施した。ドラマ視聴や英語
に対する意識、授業用プリント、リスニング内容に
ついての意見や感想を調査するためである。回答は
無記名で行ない、科目の成績評価に何ら影響を与え
ないことを告げた。以下は、アンケートとその解答
の集計結果である。 
 
①個人的に英語圏制作の映画やテレビドラマを見
ていますか。 
 
a. よく見る  13 人 22％ 
b. 時々見る  17 28 
c. ほとんど見ない  23 38 
d. まったく見ない   7 12 
 
②どのようなジャンルの映画やドラマが好きです
か。（複数回答） 
 
・アクション  37 人 
・サイエンス・フィクション 28 
・ホラー  22 
・サスペンス  20 
・アニメ  20 
・ファンタジー  19 
・スポーツ  12 
・コメディ  19 
・ミュージカル  19 
・ドキュメンタリー 12 
・歴史   10 
・恋愛    6 
・戦争    6 
・青春    6 
・ミュージカル   3 
・パニック   2 
・西部劇   1 
・その他（ディズニー、音楽）各 1 
 
③ドラマを見る授業は楽しかったですか。 
 
a. 楽しかった  52 人 86.7% 
b.どちらともいえない  7 11.7 
c. つまらなかった   1  1.6 
 
④より興味を持って視聴することができたドラマ
はどちらですか。 
 
a. TRU CALLING  27 人 45％ 
b. LOST   13 21.7 
c. どちらともいえない 20 33.3 
 
⑤ドラマを視聴したことで、以前より英語に親しみ
を持てましたか。 
 
a. 非常に持てた  10 人 16.7% 
b. やや持てた  14 23.4 
c. 変わらない  34 56.7 
d. あまり持てない   1  1.6 
e. まったく持てない 1  1.6 
 
⑥ドラマのストーリーに付いてのプリント、内容を
理解するのに役に立ちましたか 
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 a. 非常に役に立った  7 人 11.6% 
b. やや役に立った  42 70 
c. あまり役に立たなかった  6 10 
d. まったく役に立たなかった 5 8.3 
 
⑦登場人物が話す英語は聞き取れましたか。 
 
a. よく聞き取れた   5 人  8.3% 
b. 時々ききとれた  14 23.3 
c. あまり聞き取れなかった 25 41.7 
d. 全くききとれなかった  0  0 
 
⑧ドラマのシーンを用いてのリスニングと、教材の
リスニングではどちらが興味を持って取り組めま
したか。 
 
a. どちらも興味を持てる  9 人 15% 
b. ドラマ  46 76.6 
c. 教材    1  1.6 
d どちらも興味が持てない  1  1.6 
e. 無回答   3  5 
 
⑨どの組み合わせでドラマを視聴したいですか。 
 
a. 英語音声のみ（字幕なし） 2 人 3.4% 
b. 英語音声と日本語字幕 54 90 
c. 英語音声と英語字幕  3  5 
d. 無回答   1  1.6 
 
⑩英語の授業において、ドラマ視聴を定期的に行う
ことに賛成ですか。 
 
a. 賛成   50 人 83.3% 
b. どちらでもよい  10 人 16.7 
c.. 反対    0 人 0 
 
⑪ドラマを定期的に視聴する授業スケジュールが
組まれていれば、英語の授業がより楽しみになると
思いますか。 
 
a. 楽しみになる  48 人 80% 
b. どちらともいえない 11 18.4 
c. 思わない   1  1.6 
 
3.2 受講学生の声 
 
 質問③と⑤では、具体的な感想を書き記す解答欄
も設けた。主なものをいくつか紹介したい。なお、
明らかな字句の誤りは訂正してある。 
 
質問③：ドラマを見る授業が楽しかったのはなぜで
すか。 
 
・ドラマや映画を見ることが好きだから。 
・海外ドラマが好き 
・ふだん見ないような英語のドラマが見られた。 
・内容がおもしろかった。 
・洋画が新鮮だった。 
・作品がよかった。 
・ドラマの出来がよかった。 
・物語だと英語が覚えやすいし耳に残る。 
・興味のあるものを通し英語を学べるのはよい。 
・楽しみながら勉強になる。 
・楽しんで授業ができる。 
・普通の授業よりは退屈しない。 
・（ドラマ視聴により）経験が積まれていくから。 
・英語に接する貴重な時間だったから。 
・生の英語が聞けた。 
・とても新鮮だった。 
・自分でも聞き取れるとちょっと嬉しかった。 
 
質問⑤：ドラマを見ることで、以前より英語に親し
みが持てたのはなぜですか。 
 
・Native Speaker のようにしゃべりたいと思った。 
・訳せるようになりたいと思った。 
・勉強できたという気持ちが持てた。 
・字幕で観るのもいいです。 
・ドラマがおもしろかったから。 
・（登場人物が）英語で話していたから。 
・俳優のリアルな演技が伝わってきた。 
・実際に役者が英語でしゃべっているから。 
・演じる人によって言葉の癖が違うから。 
・表現がユニーク。 
・ドラマや映画の台詞を聞いているとキレイだと 
  思える。 
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 ・ある程度、聞き取れるため。 
・いろいろな表現があるのだなと思った。 
 
4. アンケートの分析と考察 
 
 アンケートの質問①では、英語圏の映画や TV ド
ラマを「よく見る」「時々見る」と答えた生徒、「ほ
とんど、または全く見ない」という生徒が、ちょう
ど半分に分かれた。自ら進んで日常的に映画やドラ
マ見ている生徒は、授業を素直に楽しめたと推測で
きる。問題は、英語圏のドラマにこれまで興味がな
かった残り半分の学生が、この授業にどのように対
峙したかである。 
 質問②で関心のあるジャンルを尋ねたところ、1
位が「アクション」2 位「サイエンス・フィクショ
ン」3 位「ホラー」だった。この結果から、選択し
たドラマは 2 本とも、上記のような内容を含んでお
り、学生の興味や関心をよく引いたと考える。事実、
ドラマが始まると、食い入るように画面に集中して
いる学生が多勢を占めた。 
 質問③では、ドラマを見る授業が「楽しかった」
と解答した生徒は 86.6％に達し、ふだん英語ドラマ
を見ないと答えた生徒の半数以上も、視聴を楽しん
だという結果が出た。このことから、大部分の学生
にとってドラマ視聴は教材として内発的動機づけ⁵
を高めることが可能であったと結論づけられよう。 
 質問④では、どちらの作品がよかったかを尋ねた。
男子学生が主人公に自身をより投影でき共感する
と予想していた『LOST』よりも、予想外に女性が
主人公の『TRU CALLING』に軍配が上がった。そ
の理由は、作品自体の面白さに加えて、後者が一話
ですっきりと完結するという理由が多く記されて
いた。もしも継続して何話も観ることができれば数
字は逆転していたかもしれない。 
 質問⑤で、この 2 回の授業をとおして、英語とい
う科目に対する認識が変化したかというと、「変わ
らない」が 56.6%で半数を占めた。けれども、「非
常に持てた」者と「やや持てた」者、つまり「以前
より親しみを感じられた」と答えた生徒が 4 割近く
に及んだことは注目すべき数値であり、英語学習へ
の動機づけを高める手段としてドラマ視聴を活用
した授業を継続して行う意義があるのではないか
と思われる。 
 授業プリントに関する質問⑥では、「役に立った」
「やや役に立った」が合わせて、81.6％であり、ス
トーリーを理解する助けとなっただけではなく、プ
リントの質問があることで、より緊張感を持ってド
ラマを視聴できたと考えられる。単に、「ドラマを
観て楽しかった」というだけの授業に終わらせない
ためにも、プリントのような何らかの学習ツールは
必要不可欠であろう。 
 リスニングに関する質問⑦では、登場人物の英語
が「よく聞き取れた」「時々聞き取れた」者が合わ
せて 31.6%、「あまり聞き取れなかった」者が 41.6%
だった。実際、ドラマの英語のスピードはかなり速
く、リスニング教材のようにすべての単語を必ずし
も明瞭に発音しているわけではない。学生は、疑問
詞や中学・高校レベルの語句でも、ネイティヴスピ
ーカーの会話を聞き取ることが、かなり大変である
ことが体感できたと思う。しかしながら、コンテク
ストがある対話は、通常のリスニング教材にはない
臨場感が、学生に「聞き取りたい」という気持ちを
喚起させたと思われ、「そこは H で始まる単語？」
とか「そこは○○じゃないかな」と、いつもより皆
の発言が活発であったのが印象的であった。実際、
質問⑧で、「ドラマのリスニングのほうが興味を持
って取り組めた」と答えた学生が 7 割以上だったこ
とは特筆すべきである。たとえいくつかでも聞き取
れる語句があった、或いはなかったという事実は、
英語が無味乾燥な科目の一つではなく、自分たちが
ふだん使っている日本語と同様、生身の人間が日常
生活で実際に用いている言語であるとの認識につ
ながればと願う。 
 最後に⑩と⑪で、ドラマ視聴を取り入れた授業に
対する展望を問うたところ、今後も継続して行うの
が望ましい、そうなれば英語の授業が楽しみになる
と答えた者が約 8 割に及んだ。なかには正直に「ド
ラマを観るのは楽だから」「勉強しなくていいから」
という安直ではあるが正直な理由を書いた学生も
数名いたが、「英語学習＝嫌いで苦手」というイメ
ージが払拭できるならば、英語ドラマの鑑賞を導入
した授業シラバスは、学生に前向き、かつ好意的に
受け入れられるのではないかと言える。 
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 5. 今後の課題 
 本稿は、ドラマ鑑賞を中心に展開する授業プラン
の実践報告である。英語学習に対して積極的な目標
や価値を所持していない学習者にとっても、ドラマ
視聴は「英語が楽しい」という実感を得られる有効
な動機づけのタスクとなることが分かった。しかし
ながら、一時的に楽しい時間を過ごしても、それが
すぐには英語学習に対する長期的なイメージの改
善に直結しないのは明らかである。たとえば、3 週
間に一度のペースぐらいで、ドラマ視聴の授業を行
い、その間は視聴したドラマに添ったテキストを用
いて授業を行うことができれば、学生の英語に対す
る興味や関心はより高まり、ポジティブな気持ちで
教室のドアを開けることができる学生が増えるの
ではないかと思う。そのためには、本学の学生の英
語力に即したドラマを選択し、そのドラマの内容に
添って語彙や文法が学べる系統立ったドラマ視聴
用のテキスト作成が望まれる。 
 最後に、江川泰一郎(1969)は、視聴覚教材に対す
る警鐘として、視聴覚教具の限界については絶えず
考えておく必要があると述べている。視聴覚教具は
万能ではないことを承知しながらも、知らず知らず
のうちに、教具に依存しすぎて安易な授業を行って
しまいがちなのだ。このことを肝に命じ、今後も学
生が前向きに取り組める授業案の作成を試みたい。 
 
注 
1 両名により概念規定された言語学習動機づけの
プロセスモデルによる。 
2 メインのストーリーを中心に物語が進みながら
同時に多数の登場人物にそれぞれ個別の問題が
持ち上がり、多重構造でストーリーが同時進行
するドラマの手法。 
3 シーズン(season)は、英語でそのドラマの制作が
何期目になるかを表す語。日本語の「シリーズ」
にあたる。 
4 実際のプリントは括弧内が空欄になっている。 
5 内発的動機づけ(intrinsic motivation)は、Deci & 
Ryan による自己決定理論 (self-determination 
theory) の概念。「あることをするのに喜びを感
じるとか、自己の好奇心を満足させるというよ
うに、喜びや満足感を求めてある行為をその行
為自体のために行うことに関連する」と定義づ
けられている。 
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